
 

 

 

 

 

令和２年度収入保険加入申請受付中 

詳しくは https://www.pref.aomori.lg.jp/life/shoku/110ban00.html「青森県 食品表示」で検索 

（遺伝子組換えについては、「消費者庁 遺伝子組換え表示制度に関する情報」で検索） 

食品表示の見直しはお済みですか？ 

令和２年４月１日から、全ての加工食品について、 

新たな食品表示基準に基づく表示を行う必要があります。 

まだ、表示の見直しを行っていない事業者は、 

令和２年３月末までに、 

速やかに表示の見直しを行ってください。 

み ど り の 通 信 2019 年 9 月 24 日(4)  み ど り の 通 信 2019 年 9 月 24 日(1) 

みどりの通信 
令和元年度第２号 

〈三八地域県民局地域農林水産部〉 
・農業普及振興室 
〒039-1101  八戸市大字尻内町字鴨田 7 
TEL：0178-27-5111（代表） 
TEL：0178-27-4444（直通） 
FAX：0178-27-3323 

・農業普及振興室分室 
〒039-0134  三戸町同心町字同心町平 54-7 
TEL：0179-23-3264 
FAX：0179-23-3274 
 

秋は、春に次いで農作業事故が多く発生する時期です。秋の日没は早く、つるべ落としといわ

れます。農作業は余裕を持って、計画的に行いましょう。 

無事故で出来秋を迎えましょう！ 

 

脚立での作業は安定性を 

確認して行いましょう 

 

トラクターには低速車マーク・反射板をつけましょう 

 

本年６月、本県で育成されたおうとう新品種「ジュノハ

ート」が県内限定販売でプレデビューし、大きさや着色の

優れた上位等級品は「青森ハートビート」のブランド名で

販売されました。 

平成 27 年の苗木販売以降、当室では生産拡大に向けた苗

木の育成・管理方法の指導に加え、本年度から重点普及指

導計画に位置づけて栽培技術の普及に取り組んでいます。 

 

①見本樹活用等による適正管理技術の普及 

栽培マニュアルに基づき人工授粉や摘果等を行った

見本樹を２園地に設置し、講習会で活用するなどして

適正着果を呼びかけました。着果量の多い園地では摘

果が実施され、成らせすぎの園地はみられず、大玉果

実が生産されました。 

 

②巡回園地の設定による情報の収集・共有 

結実していない若い樹が多いことから、定期的に巡

回する園地を 10 か所設定し、実態把握や情報提供を行

いました。さらに、生産者や関係機関が合同で園地巡

回し、情報共有や意見交換を行ったところ、品種特性

や栽培管理について関係者の理解が深まりました。 

 

本年は果実の大きさ、着色とも概ね良好でしたが、栽

培面の課題もありました。今後は、得られた情報や課題

に基づき栽培技術の改良を図るとともに、高品質安定生

産技術の迅速な普及に取り組みます。 

▲合同園地巡回 

▲栽培講習会 

「ジュノハート」のブランド化に向けた高品質安定生産の推進 

【個人農業者の加入申請期限は令和元年１１月３０日までです】 

＜加入申請・お問い合わせ先＞ 

青森県農業共済組合南部支所 

〒034-0001 十和田市大字三本木字里ノ沢 1-47 電話：0176-22-8101 

★対象となる事故の例 

    

    

市場価格が 

下がった 

災害で作付不能 

になった 

怪我や病気で 

収穫できない 

倉庫が浸水して 

売り物にならない 

取引先が 

倒産した 

盗難や運送中の 

事故にあった 

輸出したが為替 

変動で大損した 

自然災害や鳥獣害

による減収 

収入保険は様々なリスクから農業経営を守ります。 

▲ジュノハート ▲ハートビート化粧箱 

▲見本樹の果実 



  

  

ながいものマルチローター防除実演会を開催 

 

マルチローター防除実演会を開催 

み ど り の 通 信 2019 年 9 月 24 日(2)  2019 年 9 月 24 日(3) み ど り の 通 信 

ぶどう「シャインマスカット」の品質向上に向けて 

その他、管内の農業・農村の動きや農業普及振興室の活動状況はこちらをご覧ください！ 

http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenmin/sa-nosui/ 

酒造好適米「吟烏帽子
ぎ ん え ぼ し

」生産への取組 新規就農者の取組紹介 

８月 26 日に五戸町上市川の川村親穂氏のほ場で、

労働力不足に対応したスマート農業普及活動の一環

として、ながいもの病害虫防除の省力化を目的に実

演会を開催しました。ながいも若手研究会員５名を

はじめ関係機関職員ら約 30 人が参加しました。 

北東北スカイテック(株)の三上学部長から、マル

チローター２機種と無人ヘリコプターの説明を受け

た後、実際に薬剤を散布しながら飛行し、感水紙を

用いて農薬の付着状況を確認しました。薬剤散布の

省力化が確認できたほか、実演後の意見交換では、

登録農薬数の拡大が要望されました。 

平成 28 年に実家のある階上町で新規就農し、ねぎの栽培に取り組む正部家大輔さんを紹介し

ます。 

以前は会社勤めをしていましたが、「自分でやったらやった分の結果がでる農業をやりたい」

と考え、経営を開始しました。当初は、にんにくを希望しましたが、JA に相談したところ、軌 

道に乗るまで時間がかかるとのことで、ねぎに取り組みまし

た。ねぎの栽培は、JA や先輩農家に指導を仰ぎ、基本に沿っ

て行いました。その結果、平成 30 年産は 4.5t/10a を確保す

ることができました。 

今年は早期出荷に挑戦するなど徐々に面積を増やし経営

規模を拡大しています。今後は、ねぎの面積をさらに拡大す

るとともに、リスク分散のため新たににんにくに取り組み、

所得の拡大と経営の安定化を図る予定です。 

やませの影響が少ない三戸地域では、約 36ha で酒造好適米の栽培が行われています。主力品

種「華吹雪」は平成元年から作付けが始まり、大吟醸向け品種「華想い」は平成 27 年から試作

を行い、平成 29 年から作付けが本格化しました。そして、平成 30 年からは、（地独）産業技術

センター農林総合研究所が県南地域向けに開発した大吟醸向け品種「吟烏帽子」について、三戸

地域における適応性を検討しています。こうした中で、JA 八戸水稲部会三戸酒米支部では、平 

成 29 年に食味分析計を導入したほか、酒米関係者による合

同ほ場巡回などを行い、高品質米生産に取り組んでいます。 

去る９月 12 日には、県議会農林水産委員の現地調査が

「吟烏帽子」を栽培した和田誠氏のほ場で行われ、委員の

方々からは、酒造好適米の特徴や栽培の苦労などについて

の質問や励ましの言葉がありました。今後も高品質米生産

に向けた技術試験の実施や関係者の情報共有などにより、

さらなる品質の向上を支援していきます。 

▲正部家さんとねぎ畑 

▲現地調査 

県内では、高品質で良食味なぶどう「シャインマス

カット」の栽培が盛んになっています。平成 29 年の県

内の栽培面積は約 9.5ha で、三八、西北及び中南地域

で多く栽培されています。 

去る８月 28 日に、南部町で青森県ぶどう対策協議

会主催の「ぶどうシャインマスカット栽培技術交流会」

が開催され、県内の生産者が、三八管内でも高品質の

「シャインマスカット」を生産している石井幸生氏及

び沼畑俊一氏のほ場を視察し、質疑応答を通じて栽培

技術を学びました。石井氏のほ場は、結果枝がバラン

スよく配置されており、樹冠部が明るいため光合成能

力が高いこと、沼畑氏のほ場ではそれに加えて徹底し

たかん水管理により大粒化していることを確認しまし

た。 

農業普及振興室では、（地独）産業技術センター県南

果樹部、全農あおもり県本部及び南部地方ぶどう協会

と連携しながら、着粒数と果房品質の関係について調

査を行うなど、高品質な「シャインマスカット」の栽

培に向けた支援に取り組んでいます。 

▲石井幸生氏ほ場 

▲沼畑俊一氏ほ場 

薬剤散布する 

マルチローター 

▲
 

各機種 

の説明 ▲
 

青森県農山漁村女性リーダー交流会開催 

８月 26・27 日の二日間に渡り、南部町、八戸市及

び階上町を会場に青森県農山漁村女性リーダー交流

会が開催され、県内各地から 55 名の ViC･ウーマンが

参加しました。 

交流会では、南部太ねぎ（南部町）の取組や階上町

内の ViC･ウーマンの活動紹介、旬の桃を使ったパフ

ェ作り体験、ViC･ウーマンで女性漁業士の畑中淳子氏

によるさきいかの加工実演、八戸ワイナリー醸造所や

ハマの駅あるでぃ～ばの視察等を行いました。運営

は、三八 ViC・ウーマンの会（坂上愛子会長）が担当

し、活発に情報交換等がなされ、充実した交流会とな

りました。 

▲
 パフェ作り 

活動紹介 ▲
 

だいすけ 


